
算数科学習指導案 
日 時：平成 30 年 9 月 29 日（土）１校時 

児 童：礼文町立香深井小学校 

第 5 学年 1 名 

第 6 学年 1 名 

指導者：○○ ○○ 

１ 単元・教材名 

5 年生「単位量あたりの大きさ」 

6 年生「比例と反比例」 

２ 単元・教材について 

〈5 年生〉 

 これまで指導してきた量は，長さ，重さ，面積，角

の大きさなど，いずれも加法性のある量（外延量）で

あった。前単元では，これらの量の測定値について，

不均一なものをならすという考えに着目し，平均を

用いて表すことを指導した。 

 本単元では，異種の２つの量の割合で表される量

（内包量）を扱い，混みぐあいなどを単位量あたりの

大きさで比較することを指導する。単位量あたりの

考えは，「１m あたりの代金」など，身のまわりのさ

まざまな場面で用いられている。しかし，これまで

は，それを「単位量あたり」という意識では捉えてこ

なかった。一見，複雑に見える数量関係だが，身近な

具体例を示しながら整理していくと，既習の乗法，除

法の場面の中でも「単位量あたり」の考えが用いられ

ていたことがわかる。図を活用して視覚的に場面を

捉えさせるなど，場面の理解と数量関係の把握に重

点をおいて指導にあたりたい。 

指導においては計算処理に偏ることなく，図や数

直線，言葉を用いて比較の方法を筋道立てて考えた

り，求めた数値によって何がいえるのかを根拠をも

って説明したりすることを大切にしていきたい。自

分の考えを整理したり，論理的に説明したりするこ

とができるよう指導を工夫していきたい。 

＜単元の系統性＞ 

  ５年        ６年 

 

 

 

 

 

 

〈6 年生〉 

 5 学年「体積」の単元では，縦と横が一定の直方体

について，高さと体積の変わり方を表を用いて調べ

ることで，一方が２倍，３倍，…になると，それに伴

ってもう一方の値も２倍，３倍，…になる関係を「比

例」と定義した。また，５学年「表や式を使って」の

単元では，表を用いて数量の対応や変わり方の特徴

を調べたり，数量の関係を〇，△を使った式に表した

りすることをとおして，伴って変わる数量の関係を

考察するときの見方や考え方についての理解を深め

てきた。 

 本単元では，５学年における学習と重ね合わせな

がら，表を縦に見て対応関係を調べたり，文字 x，y

を用いて比例の式に表したり，比例のグラフは原点

を通る直線になることを指導する。これまでに指導

してきた数量関係のまとめとして，伴って変わる２

つの数量の中から特に比例関係にあるものを中心に

考察し，関数の考えを伸ばしていくことにねらいが

ある。また，反比例については，比例についての理解

を深めることをねらいとして指導する。 

 指導においては，表・式・グラフ等の多様な算数的

表現を結びつけて考えたり説明したりすることを大

切にしていきたい。その際に，自分の考えを他の考え

と比較したり，論理的に説明したりすることができ

るよう指導を工夫していきたい。 

＜単元の系統性＞ 

４年   ５年          ６年 

 

平均 

本単元 

割合 

速さ 

変わり方 体積 

 表や式を使って 

四角形や三角形の面積 

正多角形と円 

文字を使った式 

本単元 

多角形と円柱の体積 

比 



３ 児童の実態・・・省略 

 

４ 校内研究との関わり 

 

本校の研究テーマ 「主体的に学びを深めていくことのできる子どもの育成」 

～楽しくわかる授業づくりを通して～ 

 

仮説１ 個に応じた指導・支援を充実させることで，学習内容を正確に理解させることができるだろう。 

仮説２ 課題解決に向けて主体的な活動を行うことにより，学びを深めることができるだろう 

 

〈手立て〉 

〈５年生〉 〈６年生〉 

仮説１に関わる手立て 

① 前時までの単元の学習内容に関わる既習事項

をいつでも振り返ることのできる環境を整え

ることで，既習内容を活用して学習を理解して

進めていくことができるだろう。 

② 個人思考の場面において，筋道を立てて考えを

まとめていけるようひらめきカードを活用す

ることで，問題にでてくる数の意味を捉えなが

ら自分の考えを整理して学習を進めていくこ

とができるだろう。 

 

仮説１に関わる手立て 

① 学習内容の掲示を積み重ねていき，児童がいつ

でも振り返りをできる環境を整えていくこと

で，学習内容を正確に理解することができるだ

ろう。 

② 個人思考の場面において，多様な考え方を引き

出すためにひらめきカードを活用することで，

様々な方法で課題解決に向けて学習を進めて

いくことができるだろう。 

仮説２に関わる手立て 

③ 課題解決の場面において，架空の人物の考えを

提示する。話し合いカードを活用して筋道を立

てて課題解決に向かう活動を取り入れたり，他

者の考えと自分の考えの相違点を考える時間

を取り入れたりすることで学びを深めていく

ことができるだろう。 

④ まとめの場面において，課題に対するまとめの

ポイントを児童に考えさせることで，学びを深

めていくことができるだろう。 

仮説２に関わる手立て 

③ 課題解決の場面において，架空の人物の考えを

提示する。話し合いカードを活用して他者の考

えと比較しながら自分の考えを話したり，でて

きた考え方を仲間分けしたり整理したりする

時間を設けたりすることで学びを深めていく

ことができるだろう。 

④ まとめの場面において，課題に対するまとめの

言葉を児童に考えさせることで，学びを深めて

いくことができるだろう。 

 

  



＜5 年生＞ 

５ 単元の目標 

○単位あたりの大きさの意味を理解し，単位量あたりの大きさで表したり，比べたりすることができる。 

 

６ 単元の評価規準 

評価規準 

算数への関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

・異種の２つの量の割合

として捉えられる数量

について，単位量あた

りの大きさなどを用い

て数値化したり，それ

らを進んで問題解決に

生かしたりしようとし

ている。 

・異種の２つの量の割合

として捉えられる数量

について，単位量あた

りの大きさを用いて比

べ方や表し方を考えて

いる。 

・異種の２つの量の割合

として捉えられる数量

について，単位量あた

りの大きさを用いて比

べたり表したりするこ

とができる。 

・異種の２つの量の割合

として捉えられる数量に

ついて，単位量あたりの

大きさを用いた比べ方や

表し方を理解している。 

 

７ 指導計画・評価計画（本時３/８） 

時 ○ねらい ◇主な学習活動  ■評価基準 □評価方法 

１ ○単位量あたりの大きさ

の意味と求め方を理解

する 

◇エレベーターの混みぐあいを比べ

ることをとおして，混みぐあいは，

１㎡あたりの人数や１人あたりの

面積で比べられることを知る。 

 

■混みぐあいの比べ方や表し方

を考えようとしている。（関） 

□観察・発言 

２ ■混み具合の比べ方や表し方を

理解している。また，単位量あ

たりの大きさの意味を理解し

ている。（知） 

□ノート 

３ 

本時 

 

○混みぐあい以外の場面

についても，単位量あた

りの大きさを用いて数

量を比較できることを

理解する。 

◇２つの会社のペンキ量と面積か

ら，どちらの会社のペンキの方が

よくぬれるのかを単位量あたりの

大きさを求めて比べる。 

 

■単位量あたりの考えを用いて，

異種の２つの量の割合で捉え

られる数量について，比べ方を

考えている。（考） 

□発言・ノート 

４ ○単位量あたりの大きさ

をもとに，未知の数量を

求めることができる。 

◇１L で１６㎞走る自動車について，

９L で走れる道のりを求める。 

 

 

■異種の２つの量の関係を数直

線に表すなどして，問題の解決

のしかたを考えている。（考） 

□発言・ノート 

５ ◇１L で１６㎞走る自動車について，

８８㎞走るのに必要なガソリンの

量を求める。 

■単位量あたりの大きさの考え

を用いて，問題を解決すること

ができる。（技） 

□ノート 

６ ○人口密度の意味と求め

方を理解する。 

◇２つの区の混みぐあいを比べるこ

とをとおして，人口密度の意味と

求め方を知る。 

■人口密度の意味と求め方を理

解している。(知) 

□ノート 



７ 〇身のまわりの事象を数

理的に捉え，平均や単位

量あたりの大きさにつ

いての学習などを活用

して問題を解決するこ

とができる。 

◇水を出しっぱなしにしたときに流

れた水の量の記録から，平均や単

位量あたりの考えを用いて節水で

きる量について考える。 

■身のまわりにある事柄を，平均

や単位量あたりの考えを用い

て考察している。（考） 

□発言・ノート 

８ 〇基本的な学習内容の理

解を確認し，定着を図

る。 

◇単元のまとめをする。 ■異種の２つの量の割合として

捉えられる数量について，単位

量あたりの大きさを用いた比

べ方や表し方を理解している。

また，人口密度の意味と求め方

を理解している。（知） 

□ノート 

 

＜６年生＞ 

５ 単元の目標 

○比例の関係について理解し，比例する２つの数量の変化や対応の関係について表，式，グラフを用いて調べ

ることができる。 

〇比例の関係を用いて，問題を解決することができる。 

〇反比例の関係について理解する。 

 

６ 単元の評価規準 

評価規準 

算数への関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

・２つの数量が伴って変

わるいろいろな事柄を

考察したり，比例の関

係を用いて，問題を解

決したりしようとして

いる。 

・比例，反比例の関係と

いう観点から，伴って

変わる２つの数量の関

係について考えたり，

表，式，グラフを用い

て特徴を見いだしたり

している。 

・比例，反比例の関係に

ある２つの数量の関係

を，表，式，グラフに表

して調べることができ

る。 

・比例，反比例の関係に

ついて理解している。 

 

７ 指導計画・評価計画（本時 13/14） 

時 ○ねらい ◇主な学習活動  ■評価基準 □評価方法 

１ ○伴って変わる２つの数

量の関係について考察

し，比例の関係について

理解を深める。 

◇身のまわりの伴って変わる２つの

数量の関係について，変わり方の

特徴を話し合ったり，比例の関係

を見いだしたりする。 

◇水槽に水を入れたときの時間と水

の深さの関係を表した表をもと

に，比例の関係の特徴を詳しく調

べる。 

◇比例の関係では，一方の値が□倍

になると他方の値も□倍になるこ

とを知る。 

■身のまわりの伴って変わる２

つの数量の関係について，変わ

り方の特徴を見いだそうとし

ている。（関） 

□観察・発言 

２ ■比例の関係では，一方の値が□

倍になると他方の値も□倍に

なることを理解している。（知） 

□ノート 



３ 

 

 

○比例する２つの数量の

対応関係を調べ，比例の

関係を式で表すことを

理解する。 

◇比例する２つの数量の関係を表で

調べ，比例の関係では２つの数量

の商が一定になることを捉え，比

例の式「ｙ＝きまった数×ｘ」を知

る。 

 

■表を用いて，比例する２つの数

量の対応関係に着目して，「き

まった数」を見いだしている。

（考） 

□発言・ノート 

４ ■比例する２つの数量の関係を，

表や式に表して調べることが

できる。（技） 

□ノート 

５ ○比例のグラフについて

理解する。 

◇比例する２つの数量の関係をグラ

フに表し，比例のグラフでは，０の

点を通る直線になることを知る。 

 

■比例する２つの数量の関係を，

グラフに表したり，よんだりす

ることができる。（技） 

□ノート 

６ ■比例の関係を表すグラフの特

徴を理解している。(知) 

□ノート 

７ 〇比例のグラフをよみ取

ることができる。 

◇電車と自動車の進む時間と道のり

の関係を表したグラフについて調

べる。 

■時間と道のりの比例関係を表

したグラフをよみ取ることが

できる（技） 

□発言・ノート 

８ 〇比例の関係と対比的に

捉えて，反比例の意味を

理解する。 

◇面積が２４㎠の長方形の縦と横の 

長さの関係を表に表し，比例の場

合と比較しながら変わり方を調べ

る。 

◇反比例の意味を知る。 

■比例の場合と対比しながら，反

比例する２つの数量の変わり

方に着目して，その特徴を見い

だしている。（考） 

□発言・ノート 

９ ■反比例の意味を理解している。 

□ノート 

１０ 〇反比例する２つの数量

の対応関係を調べ，反比

例の関係を式で表すこ

とを理解する。 

◇反比例する２つの数量の関係を表

で調べ，反比例の関係では２つの

数量の積が一定になることを捉

え，反比例の式「ｙ＝きまった数÷

ｘ」を知る。 

■比例の場合と対比しながら，反

比例する２つの数量の対応関

係に着目して，「きまった数」

を見いだしている。（考） 

□発言・ノート 

１１ ■反比例する２つの数量の関係

を，表や式に表して調べること

ができる。（技） 

□ノート 

１２ 〇比例のグラフと対比的

に捉えて，反比例のグラ

フについて理解する。 

◇反比例する２つの数量の関係をグ

ラフに表し，反比例のグラフは直

線にならず，比例とは異なる形に

なることを知る。 

■反比例の関係を表すグラフに

ついて，比例のグラフとの違い

を理解している。（知） 

□ノート 

１３ 

本時 

〇身のまわりの事象を数

理的に捉え，比例につい

ての学習などを活用し

て問題を解決すること

ができる。 

◇折り紙の枚数と重さが比例するこ

とを使って，重さから枚数を求め

る方法を考える。 

■折り紙の重さと枚数の比例関

係を捉え，問題解決のしかたを

表や式などを用いて考えてい

る。 

□発言・ノート 



１４ 〇基本的な学習内容の理

解を確認し，定着を図

る。 

◇単元のまとめをする。 ■比例，反比例の意味や，それら

の関係を表す式について理解

している。（知） 

□ノート 

 

８ 本単元に関わる児童の実態と支援計画・・・省略 

 
９ 本時の指導計画 
◎本時の目標 
 〈５年生〉 
 ・混みぐあい以外の場面においても，単位量あたりの大きさを用いて数量を比べる方法を自分なりの言葉で

説明することができる。 
 〈６年生〉 
 ・折り紙の重さと枚数の比例関係を捉え，問題解決のしかたを表や式などを用いて他者の考えと比較しなが

ら自分なりの言葉で説明することができる。 
 
◎本時の展開   （本時：３/８）                （本時：１３/１４） 
時間 第５学年学習活動 教師の働きかけ わたり 教師の働きかけ 第６学年学習活動 時間 
課題 
把握 
８分 

１．前時の学習を振り
返る。 

前時は，１あたりの考え
方を使って混み具合を
比較したことを確認す
る。 
 
２．問題を把握する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．本時の課題を把握

する。 
 
 
 
 
 
４．見通しをもつ。 
・再度前時の学習内容
を振り返り，１あたり
の量で比較できない
か見通しをもつ。 

 

○学習掲示に着
目させる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇「よくぬれる」

とは，たくさ
んぬれる意味
だということ
をおさえる。 

 
 
 
 
 
 
〇前時の混みぐ

あいの問題を
生かして考え
られないか見
通しをもたせ
る。 

   ・既習の練習問題に取
り組む。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

習熟
応用 
８分 

比べ方を考えよう。 

どちらの会社のペンキの方が，よくぬ

れるといえるでしょうか。 

 ペンキ量（L） 面積（㎡） 

A 社 ５ ４２ 

B 社 ７ ６３ 

 



解 決
努力 
２３ 
 分 

５．個人思考（８分） 
 
➀数直線を書き，１あた

りの量の求め方を考
える。 

➁数直線をもとに立式
をし，１あたりの量を
求める。 

③説明カードを活用し
ながら，どのように比
べたか自分の考えを
書く。 

（①～③は，発表シート
に記入する。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．自分の考えを発表
し，他者の考えを確認
する。（８分） 
➀話し合いを進行しな

がら自分の考えを発
表する。 

A 社 
▢   42 

量     ｜  ｜（L）      
面積     ｜   ｜ (㎡) 

     １   5 

42÷5＝8.4(㎡) 
B 社 

▢   63 
量     ｜  ｜（L）      
面積     ｜   ｜ (㎡) 

     １   7 

〇数直線をもと
に立式を考え
させるように
する。 

 
〇説明を書かせ

る際に，説明
カードを活用
す る よ う 促
す。（仮説１） 

 
＜説明カードの

活用＞ 
何をもとに比べ 
たのか，結果ど 
ちらがよくぬれ 
ると言えるのか 
説明のポイント 
を確認させ，説 
明を書かせる。 
 
○個人思考の時

間に行うこと
を掲示してお
く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○話し合いカー

ドを活用し，
児童を中心に
学習の進行を
させていく。 

（仮説２） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○学習掲示に着
目させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇学習掲示を用

いて，比例の
考え方を想起
させる。 

 
 
 
 
 
○ひらめきカー

ド を 確 認 さ
せ，表を活用
して２つの考
え方ができる
ことを捉えさ
せる。（仮説
１） 

 
＜ひらめきカー
ドの活用＞ 
➀２枚のひらめ

きカードどち
らにも表を載
せ，表をもと

１．前時までの学習の
振り返りをする。 

 
前時までに学習した比
例の考え方や比例の式
について復習する。 
 
 
 
 
 
 
 
２．問題を把握する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．課題を把握する。 
 
 
 
 
４．見通しをもつ 
・折り紙の枚数と重さ 
 は比例していること 
 を確認し，比例の考

え方を使って折り紙
の枚数を求められな
いか見通しをもつ。 

 
 
 
５．個人思考（８分） 
 
➀表を活用して立式を

し，答えを求める。 
 
➁どのような求め方を

考えたのか説明を書
く。 

 
➂他の求め方がないか 
 を考える。 
（①～③は，発表シー
トに記入する。） 
 
 

課題 
把握 
８分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
解決 
努力 
２２ 
 分  

みきさんは折り紙をたくさんもらい，

何枚あるか調べる方法を考えていま

す。みきさんは折り紙の重さを調べて

みると，表のようになりました。折り紙

は全部で何枚あるでしょうか。 

１０枚の重さ １２ｇ 

２０枚の重さ ２４ｇ 

３０枚の重さ ３６ｇ 

Ｘ枚の重さ ９８４ｇ 

 

 
比例の考えを使って，折り紙の枚数の求め方 

考えよう。 

  



63÷7＝９(㎡) 
１L あたりのペンキで B
社の方が多くの面積を
ぬれるので，B 社のペン
キの方がよくぬれる。 
➁二人の人物が考えた
数直線と式を確認する。 
＜教師＞ 

▢   ５ 
量     ｜  ｜（L）      
面積     ｜   ｜ (㎡) 

     １   42 

5÷42＝0.119…(L) 
 

▢   7 
量     ｜  ｜（L）      
面積     ｜   ｜ (㎡) 

     １   63 

7÷63＝0.111…(L) 
A 社の方が数が大きい
ので，A 社の方がよくぬ
れる。 
＜けんじ＞ 

▢   42 
面積   ｜  ｜（㎡）      
量      ｜   ｜ (L) 

     １   5 

42÷5＝8.4(㎡) 
 

▢   63 
面積   ｜  ｜（㎡）      
量      ｜   ｜ (L) 

     １   7 

63÷7＝９(㎡) 
B 社の方が多くの面積 
をぬれるので，B 社の方 
がよくぬれる。 
 
 
 
 
 
７．異なる答えがでた

理由を考える。（７
分） 

 
・先生の考え方のどこ

が間違っているのか
を考え，正しい考え方
を発表シートに書く。 

 
・先生の考え方は，１㎡

をぬるのに必要なペ
ンキ量で比べている
ので,１㎡をぬるのに
必要なペンキ量が少
ないB社の方がよくぬ
れると言えます。 

 

 
○教師が児童役

となり，考え
を提示する。 

 
○児童の考えと

異なる誤った
考えのものか
ら提示する。 

 
○だされた考え

が何をもとに
比べているか
確認をする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○どちらの答え

が合っている
か予想させ，
先生の考え方
に誤りがない
か考えるよう
促す。 

 
○立式をして求

めたものを図
で示したもの
を掲示し，図
をヒントにし
ながら考える
よう促す。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に考えるよう
促す。比例の
考えを用いた
考え・比例の
式を用いた考
えに導くヒン
トをそれぞれ
のカードに記
載する。 

 
➁求め方や説明 
 を考える時に 
 困った場合や

思考したこと
の確認の際に 

 活用させる。 
 
○個人思考の時

間に行うこと
を掲示してお
く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○話し合いカー

ドを活用し，
児童を中心に
学習の進行を
させていく。 

（仮説２） 
 
○教師が児童役

となり，どち
らかの考えを
提示。 

◯考え方が一つ
しかでなかっ
た場合，児童
と異なる考え
方 を 提 示 す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．他者の考えを聞き，

自分の考えを他者
の考えと比較して
発表する。（７分） 

 
 
 
➀話し合いを進行しな

がら，他者の考え方
を聞く。 

 
 
 
 
 
 
 

  

  



  
 
 
 
 
 

 
 

➁他者の考えと比較し
ながら自分の考えを
発表する。 

 
先生と同じ考え方で 
重さが１２ｇから９８
４ｇへ何倍かを考え 
984÷12＝82 
８２倍となり，重さと 
枚数は比例している 
から 
10×82＝820 
 
先生と違う考え方で，
表からきまった数を求
めたら 
12÷10＝1.2 
比例の式をつくると 
y＝1.2×x 
ｙに９８４を入れると 
1.2×ｘ＝984 
    X＝984÷1.2 
    X＝820 

定着 
７分 

８．課題解決 
①先生の考え方で誤っ

ていた部分について
発表する。 

 
➁１㎡あたりのペンキ

量で比べる方法と１L

あたりのペンキでぬ
れる面積で比べる方
法の２つにでてきた
考えをまとめる。 

 

９．まとめ 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○児童の言葉を

拾いながらま
とめを作って
いく。 

  ○課題に振り返
らせ，でてき
た考えは比例
の何を使った
考え方か説明
を書くよう促
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７．どのような比例の
考えを使った問題
解決の方法かを考
える。（７分） 

 
どのような比例の考
えを使った求め方か
説明を書く。 

 
・先生と同じように考 
 えた方は，片方が２ 
 倍３倍になるともう 
 一方も２倍３倍にな 
 る比例の考えを使っ 
 た考え方です。 
 
・先生と違うやり方の 
 方は，比例の式を作 
 り，その式を使った 
 考え方です。 

 

習 熟
応用 
７分 

１０．適応問題に取り
組む。 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８．課題解決 
➀どのような比例の考

えを使った求め方な
のかを発表する。 

 
②表を活用して比例の

きまりを使って求め
る方法と比例の式を
使って求める方法の
２つにでてきた考え
をまとめる。 

 
 
 
 
 

定着 
７ 
 分 

混みぐあい以外の場面でも，１あたり

の量で比べることができる。 

比例のきまりや式を使って求めることができ

る。 



○児童の言葉を
拾いながらま
とめを行って
いく。 

９．まとめ 
 日常の様々な場面で

比例の考え方が使え
ることを確認し，ま
とめとする。 

 

◎本時の評価  
〈５年生〉 

 ・混みぐあい以外の場面においても，単位量あたりの大きさを用いて数量を比べる方法を自分なりの言葉で
書いたり説明したりすることができている。 

 〈６年生〉 
 ・折り紙の重さと枚数の比例関係を捉え，問題解決のしかたを表や式などを用いて他者の考えと比較しなが    
  ら説明することができている。 

 

１０ 板書計画 

＜５年生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜６年生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 座席表 

 

 

 

 

１１ 座席表・・省略 

 
どちらの会社のペンキの方がよくぬれ

るといえるでしょうか。 

 ペンキ量（L） 面積（㎡） 

A 社 ５ ４２ 

B 社 ７ ６３ 

 

 

 

比べ方を考えよう。 

みきさんは折り紙をたくさんもらい，何

枚あるか調べる方法を考えています。み

きさんは折り紙の重さを調べてみると，

表のようになりました。折り紙は全部で

何枚あるでしょうか。 

１０枚の重さ １２ｇ 

２０枚の重さ ２４ｇ 

３０枚の重さ ３６ｇ 

全部の重さ ９８４ｇ 

 

 

答え  ８２０枚 

 

折り紙の枚数の求め方を考えよう。 

教師の考え 

 

児童の考え 

 

比例のきまりを使った 
求め方 

 

児童の考え 

 

比例の式を使った
求め方 

 

教師の考え 

 

けんじ君の考え 

 

１L あたりでぬれ

る面積で比べる 

 

１㎡あたりにペンキ

量で比べる 

 

混みぐあい以外の場面でも，１あ

たりの量で比べることができる。 

児童の考え 

 

答え B 社のペンキの方がよくぬれる 

 

➁ 式・答え 

 

➀ 数直線 

 

➂ 説明 

 

➀ 式・答え 

 

➁ 説明 

 

➂ 他の考え 

 

 

 

たくさんぬれる 

面積・ペンキの図 

 

面積・ペンキの図 

 


